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１　

は
じ
め
に

　

１
９
１
４
年
６
月
28
日
、サ
ラ
エ
ボ（Sarajevo

）で
起
こ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
皇
位
継
承
者
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
大
公（A

rchduke 

F
ranz F

erdinand

）
の
暗
殺
事
件
か
ら
、
戦
争
は
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
一
ヶ

月
余
り
で
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
を
始
め
と
す
る
列
強

を
巻
き
込
む
世
界
大
戦
に
発
展
す
る
。
ア
ル
プ
ス
か
ら
大
西
洋
岸
に
ま
で
伸

び
る
塹
壕
が
掘
ら
れ
、
数
メ
ー
ト
ル
を
奪
い
合
う
凄
惨
な
戦
場
が
、
無
数
の

兵
士
た
ち
の
命
を
飲
み
込
ん
で
い
っ
た
。
激
し
い
戦
火
と
際
限
な
く
消
耗
す

る
弾
薬
、
夥
し
い
屍
の
山
に
直
面
し
、
自
由
主
義
の
祖
国
を
標
榜
し
て
い
た

イ
ギ
リ
ス
も
、
国
民
を
死
地
に
駆
り
立
て
る
徴
兵
制
を
敷
き
、
国
の
あ
ら
ゆ

る
力
を
結
集
し
て
戦
う
総
力
戦
（Total W

ar

）
の
体
制
を
構
築
し
て
い
っ
た
。

そ
の
中
心
に
い
た
の
が
、
か
つ
て
ボ
ー
ア
戦
争
（T

he B
oer W

ar

）
で
反
戦
の

旗
を
高
く
掲
げ
た
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
魔
術
師
」（W

elsh W
izard

）
ロ
イ
ド
・

ジ
ョ
ー
ジ
（D

avid L
loyd G

eorge

）
で
あ
る
。
そ
し
て
１
９
１
６
年
12
月
、

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
盟
友
ア
ス
ク
ィ
ス
（H

.H
. A

squith

）
を
首
相
の
座

か
ら
追
い
落
と
し
権
力
を
握
る
。
そ
れ
は
総
力
戦
の
力
学
が
、「
自
由
主
義
の

時
代
」
の
残
影
を
粉
砕
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　

ア
ス
ク
ィ
ス
と
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、20
世
紀
初
頭
の
自
由
党
の
再
生
を

支
え
た
両
輪
で
あ
っ
た
。
二
人
は
出
自
も
育
ち
も
全
く
異
な
っ
て
い
た
。「
待

ち
の
政
治
」（w

ait and see

）
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
ア
ス
ク
ィ
ス
の
政
治
ス
タ

イ
ル
は
、
炎
の
よ
う
な
雄
弁
で
政
敵
を
攻
撃
す
る
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
そ
れ

と
は
対
極
に
あ
っ
た
。
し
か
し
第
一
次
大
戦
前
の
自
由
党
政
権
で
、
二
人
は

首
相
と
大
蔵
大
臣
と
し
て
緊
密
な
協
力
関
係
を
築
き
、
人
民
予
算
（People’s 

B
udget 

１
９
１
０
年
）
や
国
民
保
険
法
（N

ational Insurance A
ct 

１
９
１

（
1
）
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１
年
）、
議
会
法
（Parliam

entary A
ct 

１
９
１
１
年
）
等
、
歴
史
を
画
す
る

社
会
改
革
、
政
治
改
革
を
成
し
遂
げ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
時
代
の
自
由
党
の
再

生
を
草
の
根
で
支
え
た
の
は
、
自
由
党
と
労
働
者
と
の
「
革
新
主
義
同
盟
」

（progressive alliance

）
で
あ
っ
た
。
他
方
、
権
力
の
回
廊
で
自
由
党
政
権
を

支
え
て
い
た
の
は
、
こ
の
二
人
の
協
働
で
あ
っ
た
。
徴
兵
制
を
め
ぐ
る
自
由

党
内
の
亀
裂
が
露
わ
に
な
っ
た
時
で
も
、
ア
ス
ク
ィ
ス
は
「
も
し
我
々
が
争

え
ば
、
そ
れ
は
災
い
を
意
味
す
る
」
と
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
に
書
き
送
っ
て

い
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
１
９
１
６
年
12
月
に
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
が
ア
ス
ク
ィ
ス
を
首

相
の
座
か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
し
た
事
件
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
時
代
の
政
治
的
構

図
は
も
と
よ
り
、
19
世
紀
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
の
政
党
政
治
の
あ
り
方
を
根
底

か
ら
覆
す
地
殻
変
動
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。
こ
の
事
件
を
起
点
と
し
て
、自
由

党
は
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
首
相
率
い
る
連
立
派
と
前
首
相
ア
ス
ク
ィ
ス
に
従

う
反
連
立
派
に
分
裂
し
、
両
者
は
１
９
１
８
年
総
選
挙
で
激
突
す
る
。
１
８

８
６
年
に
自
由
党
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
を
め
ぐ
っ
て
大
分
裂
し
た
。
30
余

年
を
経
て
、
自
由
党
は
再
び
決
定
的
な
分
裂
を
経
験
し
た
。

　

筆
者
は
前
稿
で
、
第
一
次
大
戦
の
開
戦
時
か
ら
徴
兵
制
の
導
入
ま
で
の
ロ

イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
弁
舌
を
、
１
９
１
８
年
の
総
選
挙
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と

い
う
観
点
か
ら
辿
っ
た
。
本
稿
で
は
、
１
９
１
６
年
12
月
の
ア
ス
ク
ィ
ス
首

相
の
退
陣
と
戦
時
内
閣
の
誕
生
に
臨
ん
だ
「
ウ
エ
ー
ル
ズ
の
魔
術
師
」
の
レ

ト
リ
ッ
ク
を
俎
上
に
載
せ
た
い
。
前
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、開
戦
に
当
た
っ
て

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
第
一
次
大
戦
を
小
国
を
守
る
「
聖
戦
」
と
し
て
位

置
づ
け
、
総
力
戦
を
平
等
主
義
的
な
「
新
し
い
イ
ギ
リ
ス
」（N

ew
 B

ritain

）

を
造
る
機
会
と
し
て
喧
伝
し
た
。
で
は
彼
は
、
ア
ス
ク
ィ
ス
首
相
か
ら
の
権

力
の
奪
取
を
ど
の
よ
う
な
論
理
で
正
当
化
し
戦
時
内
閣
を
造
っ
た
の
か
。
本

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

稿
で
は
彼
が
紡
ぎ
だ
し
た
言
葉
を
、
政
治
宣
伝
と
い
う
角
度
か
ら
捉
え
て
み

た
い
。
前
稿
と
同
じ
く
こ
の
稿
の
焦
点
は
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
伝
記
的

事
実
の
発
掘
や
、
戦
争
の
指
揮
の
巧
拙
に
は
な
い
。
こ
の
稿
の
目
的
は
、
戦

後
の
総
選
挙
の
長
い
前
哨
戦
と
い
う
視
点
か
ら
、
国
民
向
け
の
彼
の
発
言
を

吟
味
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
て
い
る
。

２　
「
労
働
党
の
決
意
」

　

１
９
１
６
年
の
後
半
に
は
、
ア
ス
ク
ィ
ス
の
戦
争
指
導
に
対
し
て
自
由
党

と
統
一
党
（U

nionists

）
の
中
で
不
満
が
膨
ら
み
、
ア
ス
ク
ィ
ス
連
立
政
権

の
行
く
手
に
暗
雲
が
立
ち
込
め
始
め
た
。
１
９
１
５
年
３
月
に
砲
弾
不
足
の

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
顕
在
化
し
た
時
以
来
、
統
一
党
内
に
は
ア
ス
ク
ィ
ス
へ
の

不
満
が
鬱
積
し
て
い
た
。
１
９
１
５
年
５
月
に
ア
ス
ク
ィ
ス
は
、
自
由
党
の

単
独
政
権
か
ら
統
一
党
、
労
働
党
と
の
連
立
政
権
へ
梶
を
切
っ
た
。
こ
れ
も

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
政
界
に
燻
る
不
満
を
抑
え
込
む
こ
と
を
企
図
し
た

も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
徴
兵
制
の
導
入
を
逡
巡
す
る
ア
ス
ク
ィ
ス

首
相
に
対
し
て
、統
一
党
ば
か
り
で
な
く
、軍
需
相
と
し
て
辣
腕
を
ふ
る
っ
て

い
た
自
由
党
内
の
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
も
次
第
に
苛
立
ち
を
募
ら
せ
て
い
っ

た
。

　

１
９
１
６
年
秋
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
動
き
始
め
る
。
こ
の
年
の
７

月
、
ロ
シ
ア
に
向
か
う
途
上
で
海
の
藻
屑
と
な
っ
た
キ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
（L

ord 

K
itchener

）
に
代
わ
っ
て
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
が
陸
軍
大
臣
に
就
任
し
た
。

し
か
し
１
９
１
６
年
６
月
か
ら
11
月
に
行
わ
れ
た
ソ
ン
ム
（Som

m
e

）
の
戦

い
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
だ
け
で
40
万
人
を
越
す
犠
牲
者
を
出
し
た
が
、
戦
果
は

乏
し
か
っ
た
。
一
方
大
西
洋
上
で
は
、
１
９
１
６
年
６
月
の
ユ
ト
ラ
ン
ド
沖

海
戦
（B

attle of Jutland

）
の
後
再
開
さ
れ
た
Ｕ
ボ
ー
ト
に
よ
る
商
船
へ
の

（
6
）

（
7
）
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攻
撃
が
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
食
糧
供
給
を
脅
か
し
て
い
た
。
一
向
に
戦
況
が
好

転
し
な
い
中
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
ま
す
ま
す
「
無
気
力
」
に
な
る
ア

ス
ク
ィ
ス
を
日
々
の
戦
争
の
指
揮
系
統
か
ら
外
し
、
総
力
戦
を
断
固
と
し
て

遂
行
す
る
「
命
令
す
る
権
力
（dictatorial pow

er

）
を
持
つ
」
少
人
数
の
戦
争

委
員
会 
（W

ar C
om

m
ittee

）
を
設
置
す
る
構
想
を
練
り
始
め
る
。

　

11
月
25
日
、
野
党
リ
ー
ダ
ー
の
カ
ー
ソ
ン
（E

dw
ard C

arson

）、
植
民
相

ボ
ナ
・
ロ
ー
（B

onar L
aw

）
と
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
戦
争
委
員
会
の
設

置
構
想
の
メ
モ
を
作
成
し
た
。
こ
の
構
想
を
め
ぐ
っ
て
首
相
ア
ス
ク
ィ
ス
と

の
間
で
緊
迫
し
た
や
り
と
り
が
続
き
、
一
旦
妥
協
が
成
立
し
た
か
に
見
え
た

も
の
の
、
結
局
決
裂
し
た
。
12
月
５
日
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、「
今
の

や
り
方
を
続
け
れ
ば
…
…
祖
国
を
救
う
の
は
手
遅
れ
に
な
る
。」
こ
れ
を
「
国

民
に
伝
え
る
こ
と
が
義
務
」
で
あ
る
、
と
ア
ス
ク
ィ
ス
に
書
き
送
り
、
辞
任

を
申
し
出
た
。
辞
任
の
手
紙
で
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
政
策
を
め
ぐ
っ
て

ア
ス
ク
ィ
ス
と
の
間
に
こ
れ
ま
で
「
多
く
の
深
刻
な
相
違
が
あ
っ
た
が
、
一

度
も
口
論
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
認
め
、
ア
ス
ク
ィ
ス
の
「
好
意
と
親

切
」
に
感
謝
す
る
一
方
、「
行
動
を
伴
わ
な
い
結
束
」
は
「
無
益
な
殺
戮
」
以

外
何
物
で
も
な
い
、
と
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
異
を
唱
え
た
。
ア
ス
ク
ィ

ス
は
な
お
、
自
ら
の
手
で
内
閣
を
再
建
し
よ
う
と
試
み
た
。
だ
が
ボ
ナ
・

ロ
ー
の
下
に
集
ま
っ
た
統
一
党
の
閣
僚
ら
は
、
戦
争
委
員
会
の
設
置
が
な
け

れ
ば
協
力
で
き
な
い
、
と
ア
ス
ク
ィ
ス
の
辞
職
を
求
め
た
。
海
軍
大
臣
バ
ル

フ
ォ
ア
（A

rthur B
alfour

）
も
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
構
想
に
賛
意
を
示

し
辞
任
を
申
し
出
た
。
さ
ら
に
イ
ン
ド
省
長
官
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
（A

usten C
ham

berlain

）
ら
も
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
と
バ
ル
フ
ォ
ア

が
辞
任
す
る
な
ら
、
政
権
を
維
持
す
る
の
は
難
し
い
と
返
答
し
た
。
追
い
詰

め
ら
れ
た
ア
ス
ク
ィ
ス
は
、
つ
い
に
首
相
を
辞
す
る
旨
を
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
５

（
8
）

（
9
）

（
10
）

世
（G

eorge V

）
に
伝
え
た
。

　

国
王
は
ま
ず
統
一
党
の
ボ
ナ
・
ロ
ー
に
組
閣
を
託
し
た
。
だ
が
ア
ス
ク
ィ

ス
が
バ
ル
フ
ォ
ア
や
ボ
ナ
・
ロ
ー
の
下
で
閣
僚
に
就
任
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
、

ボ
ナ
・
ロ
ー
は
任
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
に

組
閣
が
託
さ
れ
る
。
自
由
党
の
閣
僚
は
、
ア
ス
ク
ィ
ス
に
忠
誠
を
保
ち
協
力

を
拒
ん
だ
。
だ
が
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
外
務
大
臣
を
引
き
受
け
た
バ
ル

フ
ォ
ア
始
め
、
統
一
党
の
幹
部
か
ら
協
力
を
取
り
付
け
る
。
さ
ら
に
ロ
イ
ド
・

ジ
ョ
ー
ジ
は
、
労
働
党
か
ら
の
支
持
を
確
保
、
加
え
て
自
由
党
議
員
の
半
数

に
あ
た
る
１
３
６
名
の
支
持
も
得
て
、遂
に
首
相
の
座
を
手
に
す
る
。
史
上
最

も
長
く
宰
相
を
務
め
た
ア
ス
ク
ィ
ス
は
、
自
ら
の
プ
ロ
テ
ェ
ジ
ェ
ー
に
そ
の

座
を
奪
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
劇
的
な
政
変
を
可
能
に
し
た
の
は
、
ま
ず
ボ
ナ
・
ロ
ー
や
バ
ル
フ
ォ
ア

ら
統
一
党
幹
部
が
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
急
進
的
思
想
を
厭
わ
し
く
思
い

つ
つ
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
戦
局
を
打
開
す
る
た
め
、
ア
ス
ク
ィ
ス
を
捨
て

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
を
選
ん
だ
こ
と
に
あ
っ
た
。
カ
ー
ソ
ン
と
共
に
ロ
イ
ド
・

ジ
ョ
ー
ジ
と
戦
争
委
員
会
の
構
想
を
練
っ
た
ボ
ナ
・
ロ
ー
自
身
が
、
戦
争
に

勝
利
す
る
た
め
に
は
政
権
の
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
。
も

と
も
と
ボ
ナ
・
ロ
ー
に
は
、
ア
ス
ク
ィ
ス
の
地
位
を
脅
か
す
意
図
は
な
か
っ

た
、
と
さ
れ
る
。
し
か
し
ア
ス
ク
ィ
ス
が
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
と
決
裂
す

る
と
、
ア
ス
ク
ィ
ス
と
決
別
す
る
他
な
い
、
と
臍
を
固
め
た
。
組
閣
を
依
頼

さ
れ
た
時
、
ボ
ナ
・
ロ
ー
は
既
に
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
こ
そ
「
最
適
な
首
相

候
補
」だ
と
国
王
に
告
げ
て
い
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
が
率
い
る
連
立
政
権

が
誕
生
し
た
後
、
蔵
相
を
引
き
受
け
た
ボ
ナ
・
ロ
ー
は
、
首
相
と
毎
日
官
邸

を
行
き
来
す
る
緊
密
な
関
係
を
築
く
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、「
比
類
の
な

い
実
務
的
な
批
判
の
才
能
の
持
ち
主
」
と
ボ
ナ
・
ロ
ー
に
賛
辞
を
送
り
、
二

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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人
は
「
政
治
史
上
最
も
完
璧
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」（
ボ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン　

Stanley 

B
aldw

in

）
と
呼
ば
れ
る
に
至
る
。
一
方
１
９
０
２
年
か
ら
１
９
０
５
年
に
首

相
を
務
め
た
統
一
党
の
長
老
バ
ル
フ
ォ
ア
も
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
政
治

的
信
条
に
は
こ
と
ご
と
く
反
対
だ
、
と
公
言
し
つ
つ
、「
官
僚
的
形
式
主
義
の

壁
（red tape

）
を
取
り
除
け
る
唯
一
の
男
」
だ
と
評
価
し
、
戦
争
を
仕
切
る

政
権
を
「
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
が
試
み
る
」
こ
と
に
賛
同
し
た
。
ボ
ナ
・
ロ
ー

か
ら
外
務
大
臣
就
任
を
打
診
す
る
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
伝
言
を
伝
え
ら
れ

た
時
バ
ル
フ
ォ
ア
は
「
自
分
の
頭
に
拳
銃
を
突
き
つ
け
る
」
よ
う
な
も
の
だ

と
こ
ぼ
し
な
が
ら
「
直
ち
に
承
諾
し
た
。」
７
日
の
夕
刻
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

や
カ
ー
ゾ
ン
等
、
ア
ス
ク
ィ
ス
連
立
政
権
の
統
一
党
の
閣
僚
達
は
、
陸
軍
省

で
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
と
会
談
。
少
人
数
の
戦
時
内
閣
の
設
置
、
労
働
党
と

の
協
力
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
の
処
理
等
で
合
意
し
、
文
書
で
そ
の
記
録
が

作
成
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
や
ノ
ー
ス
ク
リ
フ
（N

orthcliffe

）

を
閣
僚
に
登
用
し
な
い
こ
と
、
ヘ
イ
グ
（D

ouglas H
aig

） 

を
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス

と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
高
司
令
官
か
ら
更
迭
し
な
い
こ
と
、
と
い
っ
た
条

件
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
直
ち
に
こ
れ
を
受
け
入
れ

た
。 

　

し
か
し
自
由
党
の
半
数
が
協
力
を
拒
ん
で
い
る
以
上
、
国
民
を
総
動
員
す

る
に
相
応
し
い
政
権
を
作
れ
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
は
労
働
党
に
か
か
っ
て
い

た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
政
権
に
協
力
す
る
べ
き
か
ど
う
か
、
労
働
党
は

議
論
の
渦
中
に
あ
っ
た
。
労
働
党
党
首
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン（A

rthur H
enderson

）

は
、
党
の
全
国
執
行
委
員
会
の
審
議
の
前
に
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
と
労
働

党
の
代
表
団
が
会
談
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
12
月
５
日
、
労
働
党
の
代
表
40

名
が
陸
軍
省
を
訪
れ
る
。
こ
の
会
合
で
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
労
働
党
を

政
権
に
引
き
入
れ
る
べ
く
熱
弁
を
奮
っ
た
。
回
想
録
に
収
録
さ
れ
た
こ
の
演

（
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（
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）

（
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）

説
は
、
連
立
政
権
の
成
否
が
「
労
働
党
の
決
意
」
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
を

浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　

ま
ず
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、「
私
は
戦
争
を
憎
む
。
戦
争
を
忌
み
嫌
っ
て

い
る
」
と
切
り
出
す
。
こ
れ
は
「
悪
夢
な
の
で
は
な
い
の
か
」「
現
実
と
は
思

え
な
い
」
と
心
情
を
吐
露
す
る
。「
し
か
し
こ
れ
は
戦
争
に
入
る
前
に
問
い
か

け
る
べ
き
問
題
だ
。…
…
一
旦
戦
争
に
突
入
す
れ
ば
、
屈
せ
ず
に
や
り
遂
げ
ね

ば
な
ら
な
い
。」
と
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
畳
み
か
け
る
。
そ
し
て
名
前
こ
そ

あ
げ
な
か
っ
た
が
、
ア
ス
ク
ィ
ス
の
手
ぬ
る
い
や
り
方
を
手
厳
し
く
槍
玉
に

挙
げ
た
。「
戦
争
に
お
け
る
遅
れ
は
、
病
気
と
同
じ
よ
う
に
命
取
り
に
な
る
。

…
…
今
日
国
民
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
軍
事
行
動
も
、
一
週
間
後
に
は

も
う
遅
す
ぎ
る
。」「
我
々
の
戦
い
は
遅
く
、
躊
躇
い
や
動
揺
が
あ
っ
た
。
然

る
べ
き
決
意
と
ス
ピ
ー
ド
、
仮
借
の
な
さ
を
も
っ
て
闘
っ
て
こ
な
か
っ
た
。」

直
近
の
課
題
は
、
政
府
の
立
て
直
し
に
あ
る
。「
国
王
陛
下
は
、
包
括
的
な
挙

国
一
致
政
権
を
樹
立
す
る
計
画
に
、
す
べ
て
の
政
党
を
束
ね
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
…
…
そ
し
て
私
に
政
権
を
造
る
よ
う
に
求
め
て
お
ら
れ
る
。」「
陛

下
の
政
府
は
、
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
戦
争
を
遂
行
す
る
に
は
、
政
府
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」「
今
こ
の
国
が
求
め
て
い
る
の
は
、
効
率
的
に
戦
争
を

遂
行
す
る
政
府
だ
。
そ
れ
こ
そ
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。」
そ
の
た
め
に
は
、

労
働
党
の
協
力
が
不
可
欠
だ
、
と
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
訴
え
る
。「
平
時
で

あ
れ
戦
時
で
あ
れ
、
労
働
党
の
支
持
、
い
や
労
働
党
の
協
力
な
し
に
、
ど
ん

な
政
府
も
こ
の
国
で
は
や
っ
て
ゆ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
べ
て
は
、
戦
争

に
勝
つ
の
を
助
け
る
労
働
党
の
決
意
に
か
か
っ
て
い
る
。」

  
そ
し
て
労
働
党
が
政
権
に
加
わ
る
具
体
的
な
条
件
と
し
て
、
少
人
数
で
戦

争
の
指
揮
を
執
る
戦
争
委
員
会
に
、
労
働
党
が
直
接
加
わ
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
そ
れ
は
「（
労
働
党
が
政
府
に
）
従
属
す
る
た
め
で
は
な
い
。
そ
う
で
は

（
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な
く
、
労
働
党
が
本
当
に
戦
争
委
員
会
で
責
任
を
共
に
し
、
戦
争
を
指
揮
す

る
た
め
だ
。」「
こ
の
国
の
生
命
と
成
功
が
か
か
っ
て
い
る
会
議
。
そ
の
会
議

で
、
労
働
党
が
平
等
に
重
荷
を
分
か
ち
合
い
、
貢
献
す
べ
く
…
…
労
働
党
が

恒
久
的
な
代
表
を
出
す
こ
と
を
提
案
す
る
。」

　

さ
ら
に
新
し
く
設
置
す
る
労
働
省
と
年
金
省
の
長
官
に
、
労
働
党
の
代
表

を
就
任
さ
せ
る
よ
う
求
め
た
。「
他
の
省
に
も
労
働
党
の
代
表
を
置
く
こ
と

を
提
案
す
る
。
今
ま
で
省
の
ト
ッ
プ
に
労
働
党
の
代
表
は
た
っ
た
一
人
だ
っ

た
。」「
商
務
省
（B

oard of T
rade

）
の
労
働
局
と
、
軍
需
相
の
労
働
局
を
一

人
の
長
の
下
に
統
合
す
る
こ
と
が
必
須
だ
。
こ
の
省
は
、
政
府
の
中
で
最
も

重
要
な
部
局
に
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
平
時
に
労
働
省
が
如
何
に
重
要

で
あ
る
と
し
て
も
…
…
戦
時
に
あ
っ
て
は
、
労
働
省
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
倍
も

重
要
だ
か
ら
だ
。
そ
れ
は
労
働
省
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦
争
省
で
あ
る
。
私

は
こ
の
労
働
省
の
長
に
、
労
働
党
の
代
表
を
置
く
こ
と
を
提
案
す
る
。」
加
え

て
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
年
金
省
の
新
設
を
打
ち
出
し
、
労
働
党
の
代
表

を
そ
の
長
に
据
え
る
こ
と
を
提
案
す
る
。「
私
が
造
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る

も
う
一
つ
の
省
が
あ
る
。
何
十
万
と
い
う
家
庭
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
更
に
何

十
万
人
の
生
活
に
影
響
す
る
問
題
を
扱
う
省
だ
。
年
金
省
の
こ
と
だ
。
こ
の

省
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
で
、
ず
っ
と
重
要
で
あ
り
続
け
る
か
、
考
え
る
ま
で
も

な
い
。
こ
の
省
も
ま
た
、
他
な
ら
ぬ
労
働
党
の
代
表
に
預
け
る
こ
と
を
提
案

し
た
い
。」

　

労
働
党
か
ら
二
人
の
次
官
、
院
内
総
務
を
加
え
る
こ
と
に
言
及
し
た
上
で
、

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
新
政
権
が
取
り
組
む
べ
き
政
策
面
の
課
題
と
し
て
、

炭
鉱
と
海
運
（
お
よ
び
造
船
）、
食
糧
生
産
を
と
り
あ
げ
た
。
ま
ず
炭
鉱
に
つ

い
て
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、「
一
つ
し
か
解
決
策
は
な
い
」
と
言
い
切

る
。
そ
れ
は
「
国
家
が
炭
鉱
を
管
理
す
る
」
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
「
国
民
の

（
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犠
牲
で
利
益
を
得
る
の
は
許
さ
れ
な
い
。
利
潤
は
、
戦
前
を
基
準
と
し
て
計

算
さ
れ
る
。」
さ
ら
に
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
個
人
的
に
は
「
船
舶
（
海
運

と
造
船
）
に
つ
い
て
も
、
同
じ
方
針
に
強
く
賛
成
だ
」
と
言
葉
を
継
ぐ
。
戦

争
に
乗
じ
て
法
外
な
運
送
料
を
と
っ
て
大
儲
け
し
て
い
る
業
者
が
い
る
。「
こ

う
し
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
対
処
し
な
い
ま
ま
、
政
府
が
物
事
を
進
め
て
ゆ
く

こ
と
は
あ
り
え
な
い
。」

　

最
後
に
食
糧
増
産
に
つ
い
て
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
活
用
さ
れ
て
い

な
い
耕
地
が
多
す
ぎ
る
、
と
問
題
を
提
起
す
る
。「
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
見
事
な

土
地
で
何
も
生
産
さ
れ
て
い
な
い
国
が
世
界
に
あ
る
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。」

「
少
な
く
と
も
戦
争
の
間
は
…
…
食
糧
生
産
が
で
き
る
土
地
は
、
最
後
の
１
イ

ン
チ
ま
で
、
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
農
業
の
生
産
性
を
上
げ
る
た

め
の
機
械
化
、
農
業
労
働
者
の
動
員
を
彼
は
呼
び
か
け
る
。「
第
二
に
、
耕
作

の
た
め
の
多
く
の
装
置
な
く
し
て
」
食
料
の
増
産
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
例
え

ば
機
械
で
駆
動
で
き
る
鋤
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。
こ
れ
を
確
か
め
「
可

能
な
限
り
最
大
限
」
そ
れ
を
稼
働
さ
せ
る
べ
き
だ
。
軍
需
省
は
農
業
機
械
を

量
産
す
る
体
制
を
と
り
、
軍
隊
と
同
様
人
員
を
「
農
業
労
働
に
も
動
員
」
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
10

万
人
の
熟
練
し
た
園
芸
家
が
い
る
と
指
摘
す
る
。
潜
水
艦
の
攻
撃
が
続
け
ば
、

食
料
供
給
が
逼
迫
す
る
事
態
が
起
こ
り
う
る
。
そ
の
時
に
は
園
芸
家
の
「
す

べ
て
の
力
を
食
糧
増
産
の
た
め
に
使
う
」
の
に
反
対
す
る
人
が
い
る
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
が
で
き
れ
ば
「
食
料
を
自
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
村
が
あ
る
と

は
信
じ
ら
れ
な
い
。」
イ
ギ
リ
ス
は
「
完
全
に
食
料
を
自
給
で
き
な
く
と
も
、

そ
れ
に
極
め
て
近
く
な
る
」
こ
と
は
可
能
な
の
だ
。

　

だ
が
そ
れ
に
は
「
一
つ
条
件
が
」
あ
る
、
と
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
宣
言
す

る
。
す
な
わ
ち
「
配
給
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」「
も
し
配
給
を
し
な
け

（
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れ
ば
ど
う
な
る
か
？
」
と
彼
は
問
い
か
け
る
。「
金
持
ち
は
常
に
自
分
の
好
む

も
の
を
買
え
る
。
し
か
し
金
持
ち
が
買
え
ば
買
う
ほ
ど
、
他
の
人
々
の
た
め

の
食
料
は
少
な
く
な
る
。
…
…
下
層
の
人
々
は
、
公
正
な
分
前
よ
り
さ
ら
に

乏
し
い
食
料
し
か
手
に
入
れ
ら
れ
な
く
な
る
。」
そ
こ
で
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
復
活
祭
の
前
に
行
う
習
慣
に
な
ら
い
、
配
給
制
に
よ
る

「
国
民
的
断
食
（L

ent

）」
を
呼
び
か
け
る
。「
配
給
制
に
よ
る
国
民
的
断
食
の

制
度
は
、
戦
争
の
恐
怖
が
続
く
間
、
自
ら
の
家
で
苦
し
み
に
耐
え
る
こ
と
で
、

い
く
ら
か
で
も
戦
争
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
人
々
に
感
じ
さ
せ
る
。」「
あ

ら
ゆ
る
人
が
、
な
ん
ら
か
の
損
失
に
耐
え
ね
ば
な
ら
な
い
。」
だ
か
ら
「
明
確

で
完
全
な
配
給
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。」「
す
べ
て
の
人
が
同
じ

立
場
に
立
つ
」
配
給
制
こ
そ
、
国
民
を
結
束
さ
せ
る
か
ら
だ
。

　

こ
う
し
て
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
労
働
党
を
、
ひ
い
て
は
国
民
大
衆
全

体
を
、
総
力
戦
体
制
の
主
役
と
し
て
総
力
戦
に
取
り
込
も
う
と
し
た
。
１
９

１
４
年
に
国
家
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
た
鉄
道
に
続
い
て
、
炭
鉱
や
海
運

の
国
家
管
理
を
次
々
に
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
配
給
制
に
よ
る
「
犠
牲
の
平

等
」
を
謳
っ
た
。
そ
れ
は
開
戦
時
に
打
ち
上
げ
た
平
等
主
義
的
な
「
新
し
い

イ
ギ
リ
ス
」
の
構
想
の
具
体
化
で
あ
り
、「
戦
時
社
会
主
義
」
と
も
言
わ
れ
る

経
済
の
国
家
管
理
の
劇
的
な
拡
大
を
図
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
会
見
は
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン

の
観
察
に
よ
れ
ば
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、「
極
め
て
巧
み
に
」（at his 

craftiest

）
労
働
党
の
代
表
達
の
心
を
掴
ん
だ
。「
多
く
は
む
っ
つ
り
と
敵
意

を
も
っ
て
や
っ
て
き
た
が
、
愛
想
よ
く
笑
い
な
が
ら
帰
っ
て
い
っ
た
。」
こ

の
日
の
午
後
、
労
働
党
全
国
執
行
委
員
会
は
、
18
対
12
で
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー

ジ
を
首
班
と
す
る
連
立
政
権
に
加
わ
る
こ
と
を
議
決
す
る
。
回
想
録
で
ロ
イ

ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
「
労
働
党
の
決
定
は
、
真
に
国
民
的
な
政
権
を
造
る
私
の

（
24
）

（
25
）

（
26
）

任
務
の
成
功
を
保
証
す
る
も
の
だ
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。

３　
「
命
令
す
る
権
力
」

　

議
会
の
支
持
を
固
め
た
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
総
力
戦
を
戦
い
抜
く
少

人
数
の
司
令
塔
の
構
築
に
着
手
し
た
。
そ
れ
は
圧
倒
的
な
権
限
を
持
ち
、
迅

速
に
行
動
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
少
人
数
か
ら
な
る
戦

時
内
閣
は
、
結
局
数
人
の
「
独
裁
者
（dictator

）」
の
政
府
で
は
な
い
の
か
、

と
労
働
党
の
代
表
が
問
う
た
時
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
開
き
直
っ
た
か
の

よ
う
に
こ
う
答
え
て
い
る
。「
政
府
は
、
命
令
す
る
（dictate

）
以
外
、
何
の

た
め
に
あ
る
の
か
。
命
令
し
な
け
れ
ば
、
政
府
で
は
な
い
。
23
人
か
４
人
か

の
違
い
。
そ
れ
は
４
人
が
23
人
よ
り
時
間
を
食
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
尽
き

る
。」
戦
争
の
司
令
塔
が
少
人
数
で
あ
る
べ
き
「
唯
一
の
理
由
」
は
、「
人
数

が
多
く
な
る
こ
と
は
…
…
あ
ま
り
に
も
多
く
の
心
、
多
く
の
舌
、
多
く
の
混

乱
、
多
く
の
遅
延
を
意
味
す
る
だ
け
だ
か
ら
だ
。」
か
く
て
当
初
構
想
さ
れ
て

い
た
内
閣
の
下
に
置
か
れ
る
戦
争
委
員
会
に
代
わ
っ
て
、
彼
自
身
と
ボ
ナ
・

ロ
ー
、
カ
ー
ゾ
ン
（L

ord C
urzon

）、
ミ
ル
ナ
ー
（L

ord M
ilner

）、
ヘ
ン
ダ
ー

ソ
ン
の
５
人
か
ら
な
る
戦
時
内
閣
（W

ar C
abinet

）
が
設
置
さ
れ
た
。
戦
時

内
閣
は
、
内
閣
の
持
つ
す
べ
て
の
権
限
を
自
ら
行
使
で
き
た
。
そ
し
て
労
働

省
、
年
金
省
、
兵
役
省
、
食
糧
管
理
省
、
船
舶
省
が
新
設
さ
れ
、
労
働
省
と

年
金
省
に
は
、
約
束
通
り
労
働
党
か
ら
閣
僚
を
充
て
た
。
さ
ら
に
兵
役
省
、

食
糧
管
理
省
、
船
舶
省
に
は
職
業
政
治
家
で
な
い
外
部
の
専
門
家
を
登
用
し

た
。
特
に
教
育
省
に
は
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
の
副
学
長
だ
っ
た
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
（H

.A
.L

. FIsher

）
を
任
じ
た
。
加
え
て
戦
時
内
閣
を
支
え
る
た
め
、

秘
書
官
か
ら
な
る
内
閣
官
房
（C

abinet Secretariat

）
が
創
設
さ
れ
、
そ
れ
を

取
り
仕
切
る
官
房
長
に
、
ハ
ン
キ
ー
（Sir M

aurice H
ankey

）
が
任
命
さ
れ

（
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た
。
首
相
官
邸
と
大
蔵
大
臣
官
邸
の
庭
に
仮
設
の
建
物
が
造
ら
れ
（G

arden 

Suburb

）、
昼
夜
を
わ
か
た
ず
稼
働
を
続
け
た
。
ま
た
庶
民
院
の
リ
ー
ダ
ー
が

新
た
に
設
置
さ
れ
て
ボ
ナ
・
ロ
ー
が
任
命
さ
れ
、
議
会
の
日
々
の
運
営
か
ら

首
相
を
解
放
し
戦
争
に
専
念
で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
戦
時
内
閣
の
閣

議
は
、
週
日
毎
日
開
催
さ
れ
、
史
上
初
め
て
そ
の
公
式
議
事
録
が
作
成
さ
れ

た
。

　

12
月
19
日
、ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
首
相
と
し
て
初
め
て
議
会
で
の
演
説
に

臨
む
。
２
時
間
に
及
ん
だ
演
説
の
内
容
は
、
労
働
党
の
代
表
団
を
前
に
語
っ

た
も
の
と
重
な
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
国
王
に
任
命
さ
れ
た
首
相
と
し
て
の
施

政
方
針
演
説
で
あ
り
、
自
由
党
の
ア
ス
ク
ィ
ス
ら
と
の
決
別
を
公
に
告
げ
る

宣
言
で
も
あ
っ
た
。
演
説
の
冒
頭
、
彼
は
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
が
す
で

に
拒
絶
し
た
ド
イ
ツ
に
よ
る
講
和
の
呼
び
か
け
を
一
蹴
し
た
。「
我
々
は
戦
争

を
あ
る
目
的
の
た
め
に
受
け
入
れ
た
。
価
値
あ
る
目
的
の
た
め
に
。
そ
の
目

的
が
達
成
さ
れ
た
時
に
戦
争
は
終
わ
る
。」
と
い
う
リ
ン
カ
ー
ン
（A

braham
 

L
incoln

）
の
言
葉
を
引
き
、
ド
イ
ツ
が
奪
っ
た
土
地
を
返
還
し
、
誠
実
に
賠

償
に
応
じ
、
二
度
と
再
び
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
保
証
し
な
い
限
り
、

講
和
に
応
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
戦
い
を
続
け
る
決
意
を
強
調
し
た
。

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
勝
利
ま
で
の
道
の
り
が
ど
れ
ほ
ど
遠
く
、
そ
の

旅
が
ど
れ
ほ
ど
苦
し
く
と
も
、
…
…
我
々
の
国
家
の
す
べ
て
の
資
源
の
動
員

を
完
成
し
、
さ
ら
に
効
率
的
に
そ
う
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
も
し
「
素
早
い

勝
利
を
新
し
い
政
権
に
期
待
し
て
い
る
者
が
い
る
と
す
れ
ば
、
失
望
す
る
運

命
に
あ
る
」
と
厳
か
に
警
告
し
た
。

　

一
方
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
徴
兵
制
で
招
集
さ
れ
た
新
し
い
軍
隊
に
期

待
を
込
め
た
。
今
イ
ギ
リ
ス
に
は
「
新
し
い
軍
隊
」
が
あ
る
。「
１
年
前
に
は

そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
そ
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
に
埋
も
れ
た
鉱
石
だ
っ
た
。

（
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…
…
そ
れ
が
今
や
鉄
に
な
っ
た
。
溶
鉱
炉
の
炎
を
く
ぐ
り
、
素
晴
ら
し
い
鋼

に
な
っ
た
。
そ
れ
を
敵
は
知
っ
て
い
る
。」「
こ
の
新
し
い
軍
隊
、
新
し
い
男

達
、
新
し
い
士
官
、
新
た
な
任
務
に
つ
い
た
将
軍
。
彼
ら
は
、
世
界
で
最
も

強
大
な
陸
軍
、
世
界
が
か
つ
て
見
た
こ
と
の
な
い
強
大
な
陸
軍
、
最
高
の
装

備
と
最
高
の
訓
練
を
受
け
た
軍
に
立
ち
向
か
い
打
ち
負
か
し
て
い
る
！
戦
闘

に
次
ぐ
戦
闘
、
毎
日
毎
日
、
毎
週
毎
週
！
人
類
の
技
術
で
建
造
さ
れ
た
最
も

堅
固
な
塹
壕
か
ら
敵
を
追
い
出
し
て
い
る
。（
報
告
を
）
読
ん
で
も
信
じ
難
い

勇
猛
さ
で
！
」「
フ
ラ
ン
ス
に
い
る
我
々
の
息
子
達
の
偉
大
な
軍
隊
と
同
じ
よ

う
に
、
国
民
が
着
実
に
勇
敢
に
犠
牲
を
払
い
、
学
び
耐
え
る
な
ら
ば
、
究
極

の
勝
利
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ
て
な
く
私
は
そ
う
確
信
し
て

い
る
。」
と
叫
ん
だ
。

　

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
新
政
権
の
特
徴
に
話
を
転
じ
る
。
ま
ず
首
相
と

庶
民
院
の
リ
ー
ダ
ー
の
機
能
を
分
離
し
た
こ
と
。
こ
れ
を
取
り
あ
げ
、
戦
時

に
こ
の
二
つ
の
職
務
を
同
時
に
務
め
る
こ
と
は
、「
ど
ん
な
人
も
担
う
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
正
当
化
す
る
。
続
い
て
新
し
い
政
権
が
「
先
例
か
ら
外
れ
て

い
る
」
特
徴
を
三
つ
数
え
あ
げ
た
。
第
一
の
特
徴
は
、
実
務
を
執
行
す
る
権

限
を
「
ご
く
少
数
の
手
に
…
…
集
中
さ
せ
た
」
こ
と
に
あ
る
。
第
二
の
特
徴

は
、
閣
僚
に
「
議
会
で
の
経
験
で
は
な
く
、
行
政
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
能
力
を
持

つ
人
物
を
選
ん
だ
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
三
の
特
徴
と
し
て
他
な
ら

ぬ
「
労
働
党
と
の
協
力
関
係
（partnership

）」
を
あ
げ
た
。「
生
涯
労
働
に
勤

し
ん
で
き
た
男
達
、
労
働
者
の
組
織
と
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
任
を
分
か
ち
合

う
政
府
。
そ
ん
な
政
府
が
こ
の
国
を
治
め
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
労
働
党
の

無
条
件
か
つ
完
全
な
支
持
が
な
け
れ
ば
、
戦
争
を
遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能

だ
と
い
う
こ
と
を
我
々
は
悟
っ
た
。
戦
争
の
進
め
方
に
、
労
働
党
の
助
言
と

助
力
を
得
る
こ
と
。
こ
れ
を
心
か
ら
望
ん
で
い
る
。」

（
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ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
少
人
数
で
構
成
さ
れ
た
戦
時
内
閣
の
仕
組
み
を

弁
護
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
内
閣
の
制
度
は
、
平
時
の
た
め
の
も
の
だ
。
戦
時

に
は
相
応
し
く
な
い
。「
川
や
運
河
を
航
行
す
る
た
め
の
船
は
、
外
洋
を
航

海
す
る
船
と
全
く
同
じ
で
は
な
い
。
…
…
23
人
の
内
閣
は
、
強
風
に
は
船
首

が
重
す
ぎ
る
。」「
こ
れ
（
戦
時
内
閣
）
は
、
戦
時
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
迅
速

に
決
定
を
下
す
の
に
最
適
」
だ
。
こ
れ
ま
で
の
戦
争
の
進
め
方
は
「
遅
す
ぎ

た
」、
と
彼
は
切
っ
て
捨
て
る
。「
決
定
と
行
動
が
遅
れ
た
た
め
に
、
連
合
軍

は
災
難
に
継
ぐ
災
難
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。」多
数
の
人
々
か
ら
な
る
指
導
部

に
は
、
な
る
ほ
ど
豊
か
に
「
知
恵
」
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ

だ
け
で
戦
争
は
で
き
な
い
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
す
べ
て
の
省
の
代
表

が
内
閣
に
列
席
す
る
と
い
う
慣
例
自
体
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
最
近
の
こ
と
だ

と
言
う
。
戦
時
に
は
、
各
省
だ
け
に
関
係
す
る
こ
と
は
、
閣
外
で
協
議
す
る

方
が
効
率
的
だ
。
戦
争
委
員
会
で
は
常
に
公
式
の
記
録
が
と
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
内
閣
で
は
、
従
来
公
式
の
記
録
す
ら
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、

と
。（
こ
れ
に
対
し
ア
ス
ク
ィ
ス
は
、
国
王
へ
の
手
紙
の
形
で
首
相
が
要
点
を

ま
と
め
る
の
は
「
動
か
せ
な
い
慣
例
」
で
あ
っ
た
と
言
い
訳
が
ま
し
く
発
言

し
て
い
る
。）

　

他
方
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
少
人
数
の
戦
時
内
閣
の
形
成
に
よ
っ
て「
議

会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
弱
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
き
っ

ぱ
り
と
否
定
す
る
。「
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
す
べ
て
、
し
か
も
常
に
最

高
に
維
持
さ
れ
ば
な
ら
な
い
、
何
故
な
ら
議
会
は
、
国
民
を
代
表
し
て
い
る

か
ら
だ
。
議
会
の
完
全
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
弱
め
る
よ
う
な
試
み
は
、
ど
ん

な
形
で
で
も
、
全
く
存
在
し
な
い
。」 

　

そ
し
て
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
新
た
に
作
ら
れ
た
組
織
の
中
で
も
、
労
働

党
の
代
表
が
長
と
な
る
労
働
省
を
特
に
取
り
上
げ
た
。
そ
れ
は
長
年
ま
さ
に

（
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「
労
働
組
合
運
動
が
求
め
て
き
た
も
の
」
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
労
働
省

を
、
軍
需
省
で
自
ら
が
実
践
し
て
き
た
社
会
政
策
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け

た
。
労
働
省
は
、
労
働
争
議
を
扱
う
だ
け
で
は
な
く
、「
真
の
意
味
で
労
働
者

の
福
祉
に
責
任
を
も
つ
」
省
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
ら
が
設
立
し
た
軍
需

省
福
祉
局
は
今
ま
で
「
よ
り
人
道
的
な
条
件
を
産
業
に
課
し
、
惨
め
な
労
働

を
よ
り
良
く
変
え
、
よ
り
健
康
で
魅
力
的
な
も
の
に
す
る
」
よ
う
試
み
て
き

た
。
軍
需
省
福
祉
局
で
働
い
て
い
た
要
員
も
、
多
数
労
働
省
に
移
る
こ
と
に

触
れ
、
労
働
省
が
福
祉
局
が
切
り
開
い
た
改
革
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
期
待
を

込
め
た
。
一
方
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
労
働
省
は
「
戦
争
の
た
め
に
労
働

力
を
動
員
す
る
上
で
指
導
的
役
割
を
演
じ
る
」
も
の
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
総
力
戦
の
観
点
か
ら
釘
を
さ
し
て
い
た
。

　

次
に
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
が
取
り
上
げ
た
の
は
、
海
運
、
炭
鉱
等
産
業
の

国
家
管
理
の
画
期
的
な
拡
大
で
あ
る
。
海
運
を
「
頸
の
血
管
」
に
例
え
、「
そ

れ
が
断
た
れ
れ
ば
国
民
の
命
は
破
壊
さ
れ
る
。
こ
の
国
の
す
べ
て
の
船
を
完

全
な
政
府
の
統
制
下
に
置
く
べ
く
接
収
す
べ
き
時
が
来
た
。
そ
う
感
じ
て
い

る
…
…
戦
争
の
間
、
海
運
は
言
葉
の
真
の
意
味
で
国
有
化
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。」
今
海
運
会
社
が
あ
げ
て
い
る
莫
大
な
利
益
は
、「
多
く
の
人
々
が
国
の

た
め
に
偉
大
な
犠
牲
を
払
っ
て
い
る
戦
い
の
時
に
は
許
さ
れ
な
い
。」
そ
し
て

国
有
化
を
通
じ
て
、
更
に
多
く
の
艦
船
の
建
造
を
迅
速
に
計
画
す
る
、
と
宣

言
し
た
。
炭
鉱
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
「
軍
と
産
業
の
効
率
の
本
質
的
な
要

素
」
で
あ
り
、「
個
々
の
炭
鉱
で
は
な
く
、
産
業
全
体
に
つ
い
て
、
政
府
が
よ

り
直
接
的
な
統
制
を
引
き
受
け
る
べ
き
だ
」
と
論
じ
る
。

　

同
時
に
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
国
民
の
「
平
等
な
犠
牲
」
を
繰
り
返
し

強
調
し
た
。
目
下
北
米
と
イ
ギ
リ
ス
の
収
穫
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
平
時

に
お
い
て
は
、
収
穫
の
減
少
を
他
の
国
の
収
穫
で
補
う
こ
と
も
で
き
る
。
だ

（
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が
戦
時
に
そ
れ
は
不
可
能
だ
。
し
か
も
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
が
常
に
食
糧
供
給

を
脅
か
し
て
い
る
。
だ
か
ら
「
国
民
は
真
の
犠
牲
を
払
う
べ
き
だ
、
こ
れ
を

呼
び
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
払
う
犠
牲
は
平
等
で
あ
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
。」「
富
裕
層
の
過
剰
な
消
費
が
、
よ
り
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
食
糧
不
足
を

招
い
て
は
な
ら
な
い
。」「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
隠
匿
は
、
国
民
を
傷
つ
け
る
。

そ
れ
は
命
を
か
け
て
闘
っ
て
い
る
国
民
を
傷
つ
け
る
。」「
誰
か
が
食
糧
を
取

り
す
ぎ
る
た
め
に
、
ど
ん
な
男
や
女
、
子
供
も
飢
え
に
苦
し
む
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。」

　

全
国
民
の
力
を
総
動
員
す
る
食
糧
の
増
産
が
緊
急
の
優
先
事
項
で
あ
る
。

食
糧
の
確
保
の
た
め
に
「
す
べ
て
の
利
用
で
き
る
土
地
で
食
糧
が
作
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。」
そ
の
た
め
に
「
そ
の
機
会
が
あ
る
人
は
、
食
糧
を
作
り
共

通
の
蓄
え
に
貢
献
す
る
こ
と
を
、
国
家
へ
の
義
務
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。」

「
そ
れ
は
犠
牲
だ
。
し
か
し
ど
れ
ほ
ど
の
犠
牲
だ
ろ
う
か
？
」「
ソ
ン
ム
の
恐

怖
の
中
で
闘
い
、
帰
国
し
た
兵
士
」
の
犠
牲
と
比
べ
る
が
良
い
。「
戦
時
に
お

い
て
犠
牲
の
完
全
な
平
等
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
あ
ら
ゆ
る
人
に
、
犠
牲

を
捧
げ
る
覚
悟
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
。」

　

国
民
す
べ
て
が
払
う
べ
き
犠
牲
は
、
農
業
生
産
に
限
ら
な
い
。「
予
備
の
労

働
力
を
動
員
す
る
時
が
来
た
。
物
質
的
な
資
源
の
動
員
よ
り
も
、
我
々
の
成

功
の
た
め
に
は
、
生
死
を
決
す
る
さ
ら
に
重
大
な
も
の
だ
。」「
戦
争
目
的
の

た
め
、
こ
の
国
の
あ
ら
ゆ
る
労
働
者
の
力
す
べ
て
を
動
員
す
る
」
必
要
が
あ

る
。
兵
役
に
つ
い
て
い
な
い
人
々
も
、
兵
士
と
同
じ
よ
う
に
犠
牲
を
払
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
労
働
力
を
動
員
す
る
こ
と
で
、
兵
器
弾
薬
の
生
産
の
人
手
不

足
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
訴
え
た
。

　

ア
ス
ク
ィ
ス
へ
の
言
及
で
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
こ
の
演
説
を
締
め
く
く
っ

て
い
る
。「
ア
ス
ク
ィ
ス
氏
と
別
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
私
の
人
生
で

（
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最
も
無
念
な
出
来
事
の
一
つ
だ
。」「
私
ほ
ど
氏
の
深
い
学
識
を
尊
敬
し
て
い

る
者
は
い
な
い
。
私
ほ
ど
氏
に
仕
え
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
た
者
も
い
な
い
。

…
…
辞
任
を
申
し
出
る
べ
き
だ
と
感
じ
た
時
、
純
粋
な
深
い
悲
し
み
に
く
れ

た
。」
し
か
し
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
決
然
と
言
い
放
つ
。「
だ
が
個
人
的
な

考
慮
や
党
派
的
な
考
慮
等
、
全
く
何
の
重
要
性
も
な
い
瞬
間
が
あ
る
。」「
国

際
的
な
良
心
、
強
者
に
対
す
る
弱
者
の
保
護
、
強
欲
よ
り
正
義
が
世
界
で
支

持
さ
れ
る
と
い
う
理
念
、
…
…
プ
ロ
シ
ャ
の
勝
利
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
押

し
流
す
。
…
…
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
私
の
心
に
は
一
つ
の
政
治
目
的
し

か
な
い
。
そ
の
た
め
に
二
心
な
く
私
は
闘
っ
て
き
た
。
人
類
の
幸
福
を
脅
か

す
、
か
つ
て
な
い
凄
ま
じ
い
破
滅
か
ら
人
類
を
救
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。」

そ
れ
は
、
ア
ス
ク
ィ
ス
と
彼
に
従
う
自
由
党
の
同
僚
へ
の
決
然
と
し
た
決
別

の
辞
で
あ
っ
た
。

４　
「
保
守
反
動
に
は
屈
し
な
い
」

　

議
会
で
の
初
め
て
の
首
相
演
説
の
後
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
が
最
初
に
取

り
組
ん
だ
内
政
の
重
大
な
課
題
は
、
成
人
男
子
普
通
選
挙
権
と
婦
人
参
政
権

を
柱
と
す
る
選
挙
法
の
改
正
で
あ
っ
た
。
ア
ス
ク
ィ
ス
首
相
に
よ
っ
て
１

９
１
６
年
10
月
に
設
置
さ
れ
て
い
た
選
挙
法
改
正
に
つ
い
て
の
議
長
会
義

（Speaker’s C
oference on E

lectoral R
eform

）
が
検
討
を
進
め
て
い
た
。
首

相
就
任
直
後
の
１
９
１
６
年
12
月
14
日
、
庶
民
院
の
議
長
は
、
選
挙
法
改
正

問
題
の
検
討
を
前
に
進
め
る
べ
き
か
ど
う
か
、
早
く
も
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ

の
意
向
を
尋
ね
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
然
る
べ
く
前
に
進
め
る
よ
う

答
え
た
。
年
が
明
け
た
１
９
１
７
月
１
日
26
日
、議
長
会
義
は
、大
胆
な
選
挙

法
改
革
を
提
言
し
た
報
告
を
答
申
す
る
。
こ
の
報
告
は
、
有
権
者
の
財
産
資

格
の
廃
止
、
男
子
普
通
選
挙
権
の
実
現
、
一
定
の
年
齢
以
上
の
婦
人
へ
の
参

（
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（
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論　文

政
権
の
付
与
、
複
数
投
票
（plural voting

）
の
制
限
、
選
挙
の
同
日
実
施
と

と
も
に
、
代
替
投
票
制
（A

lternative V
oting

）
や
転
換
可
能
な
比
例
代
表
制

（the single-transferable vote proportional m
ethod

）
の
導
入
を
提
言
す
る

画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。

　

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
投
票
の
仕
組
み
を
比
例
代
表
制
等
に
変
え
る
こ

と
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
だ
が
婦
人
参
政
権
と
成
人
男
子
普
通
選

挙
に
つ
い
て
は
、
国
の
防
衛
の
た
め
に
命
を
か
け
て
い
る
す
べ
て
の
男
女
が
、

参
政
権
を
得
る
べ
き
だ
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
兄
弟
に

当
て
た
私
信
で
、
彼
は
「
内
閣
の
中
で
反
対
派
を
支
持
し
て
い
る
保
守
反
動

に
は
屈
し
な
い
」
記
し
て
い
る
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
過
激
な
婦
人
参
政

権
論
者
の
戦
術
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
だ
が
ア
ス
ク
ィ
ス
と
は
違
い
、
婦

人
参
政
権
自
体
に
つ
い
て
は
当
初
か
ら
前
向
き
で
あ
っ
た
。
過
激
な
戦
術
を

展
開
す
るW

.S
.P.U

.

（
婦
人
社
会
政
治
同
盟
）
は
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の

姿
勢
を
消
極
的
だ
と
断
じ
、
１
９
１
３
年
２
月
、
建
設
中
の
彼
の
自
宅
を
爆

破
す
る
暴
挙
に
出
た
。
し
か
し
戦
争
が
始
ま
る
と
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、

爆
弾
攻
撃
に
関
わ
っ
た
パ
ン
ク
ハ
ー
ス
ト
（E

m
m

eline Pankhurst

）
と
共
に

募
兵
運
動
の
演
壇
に
登
り
、
戦
争
へ
の
女
性
の
協
力
を
訴
え
た
。
そ
し
て
軍

需
相
と
し
て
、
銃
弾
の
生
産
に
不
可
欠
な
労
働
力
と
し
て
女
性
の
動
員
に
力

を
注
い
で
い
た
。

 　

回
顧
録
の
中
で
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
議
長
会
議
の
答
申
は
、
戦
前
の

自
由
党
も「
世
間
を
あ
っ
と
言
わ
せ
る
抜
本
的（sw

eeping and sensational

）」

改
革
と
見
な
し
た
に
違
い
な
い
、
と
書
い
て
い
る
。「
保
守
党
の
最
右
翼
、
堅

固
な
自
由
党
員
、
進
歩
的
な
社
会
主
義
者
」
等
、「
最
も
多
様
な
政
治
的
見
解

を
抱
く
人
々
の
集
ま
り
」
が
「
革
命
的
な
変
化
」
を
「
全
員
一
致
で
承
認
」

し
た
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
「
自
由
を
求
め
る
壮
大
な
闘
争
が
、
全
て
の
階
級

（
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）

（
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）
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を
努
力
と
犠
牲
の
友
愛
で
団
結
さ
せ
た
こ
と
が
、
世
論
に
与
え
た
変
化
の
明

瞭
な
証
拠
」
で
あ
る
、
と
賛
辞
を
捧
げ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
ア
ス
ク
ィ
ス
内
閣
で
婦
人
参
政
権
を
積
極
的
に
論
じ
て
い
た
の

は
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
（A

rthur H
enderson

）
や
ロ
バ
ー
ト
・
セ
シ
ル
卿
（L

ord 

R
obert C

ecil

）
だ
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
答
申
を
受
け
た
後
も
、
投
票
制
度
の

変
革
に
消
極
的
で
あ
っ
た
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
答
申
通
り
迅
速
に
審
議

を
進
め
る
の
を
嫌
い
審
議
を
積
極
的
に
進
め
な
か
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

実
際
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
当
初
選
挙
法
の
改
正
が
、
早
期
の
総
選
挙
の

可
能
性
を
摘
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
懸
念
を
示
し
て
い
た
。

　

だ
が
１
９
１
７
年
２
月
６
日
に
は
、
戦
時
内
閣
は
、
議
長
会
議
の
答
申
に

沿
っ
て
法
改
正
を
行
う
こ
と
、
婦
人
参
政
権
に
つ
い
て
は
自
由
投
票
を
行
う

よ
う
庶
民
院
に
通
告
し
、
２
月
28
日
に
庶
民
院
で
の
討
論
が
始
ま
っ
た
。
ロ

イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
回
想
録
は
、「（
選
挙
法
改
正
へ
の
）
反
対
は
、
基
本
的
に

保
守
の
右
派
か
ら
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
れ
に
つ
い
て
警
告
を
受
け
て
い
た
。」

と
書
い
て
い
る
。
果
た
し
て
３
月
８
日
に
は
「
１
０
０
人
の
統
一
党
の
議
員

が
署
名
」
し
た
選
挙
法
改
正
に
反
対
す
る
首
相
宛
の
手
紙
が
、
海
軍
大
臣
を

務
め
る
カ
ー
ソ
ン
か
ら
届
け
ら
れ
た
。

　

し
か
し
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
怯
ま
な
か
っ
た
。「
自
分
の
内
閣
の
一
員

で
あ
る
海
軍
大
臣
か
ら
の
手
紙
に
は
当
惑
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
内
閣
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
手
強
い
反
対
が
あ
っ
た

が
、
婦
人
参
政
権
を
含
む
」
議
長
会
議
の
提
案
の
審
議
は
進
め
ら
れ
、
３
月

26
日
に
は
戦
時
内
閣
で
の
決
定
が
下
さ
れ
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
反
対

派
は
少
数
に
過
ぎ
な
い
、
と
見
切
っ
て
い
た
。「
た
っ
た
１
０
０
人
の
議
員
し

か
抗
議
に
署
名
し
な
か
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、（
保
守
党
の
多
数
派
を
含
む
）

庶
民
院
の
６
分
の
５
が
賛
同
し
て
い
る
こ
と
を
証
し
し
て
い
た
」
と
回
想
録

（
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権力の修辞学 ― 「ウェールズの魔術師」と戦時内閣 ― 

は
振
り
返
っ
て
い
る
。

　

３
月
28
日
に
は
庶
民
院
で
「
議
長
会
議
の
答
申
に
沿
っ
て
速
や
か
に
法
案

を
上
程
す
る
」と
い
う
決
議
が
上
程
さ
れ
た
。
内
閣
と
合
意
の
上
で
こ
れ
を
提

案
し
た
の
は
、
議
長
会
議
を
設
置
し
た
前
首
相
ア
ス
ク
ィ
ス
で
あ
っ
た
。
ア

ス
ク
ィ
ス
は
、
戦
前
婦
人
参
政
権
に
「
執
念
深
く
反
対
」（
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー

ジ
）
し
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
演
説
で
ア
ス
ク
ィ
ス
は
、
は
っ
き
り
と
賛
成

に
転
じ
る
。

　

ま
ず
ア
ス
ク
ィ
ス
は
、
議
長
会
議
が
、
困
難
な
課
題
に
取
り
組
み
、
37
の
決

議
の
う
ち
34
を
全
員
一
致
で
採
択
し
た
こ
と
を
称
え
た
。
こ
の
機
会
を
逸
す

る
こ
と
は
、「
犯
罪
的
に
愚
か
な
行
為
」
で
あ
る
、
と
断
言
す
る
。
ア
ス
ク
ィ

ス
に
よ
れ
ば
、
自
身
が
婦
人
参
政
権
に
反
対
し
て
き
た
の
は
、「
た
だ
純
粋
に

（
女
性
が
参
政
権
に
）
公
的
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
（public expediency

）」

と
い
う
点
に
関
わ
っ
て
い
た
。「
女
性
は
自
分
自
身
の
救
い
を
達
成
す
る
」
必

要
が
あ
る
、
と
説
い
て
き
た
。
し
か
し
「
こ
の
戦
争
の
間
に
、
女
性
は
そ
れ

を
や
り
遂
げ
た
。
女
性
な
し
に
、
ど
う
や
っ
て
我
々
は
戦
争
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
？
」「
女
性
は
少
な
く
と
も
男
性
と
同
じ
よ
う
に
、
活
発
か

つ
効
率
的
に
」
戦
争
に
貢
献
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
私
と
同
意
見
だ
っ
た
多
く

の
者
」
も
、「
何
ら
か
の
形
で
、
婦
人
に
参
政
権
を
授
け
る
」
と
い
う
議
長
会

議
の
多
数
派
の
「
決
定
を
承
認
す
る
準
備
が
あ
る
」
と
宣
言
し
た
。
こ
の
ア

ス
ク
ィ
ス
の
転
向
は
、「
討
論
で
最
も
劇
的
な
事
件
」
で
あ
っ
た
と
、
ロ
イ

ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
回
想
録
は
認
め
て
い
る
。

　

発
言
に
立
っ
た
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
ア
ス
ク
ィ
ス
の
演
説
に
賛
意
を

示
し
た
上
で
、「
講
和
と
戦
後
再
建
の
問
題
を
解
決
す
る
」
次
の
選
挙
で
選

出
さ
れ
る
議
会
は
、「
新
し
い
イ
ギ
リ
ス
を
可
能
に
す
る
た
め
力
を
尽
く
し
、

苦
し
ん
だ
男
と
女
を
真
に
代
表
す
る
」
議
会
で
あ
る
べ
き
だ
、
と
論
じ
た
。

（
53
）

（
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）

（
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）

彼
が
婦
人
参
政
権
を
「
常
に
支
持
し
て
き
た
。
こ
れ
を
、
庶
民
院
は
想
起
さ

れ
た
い
。」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
戦
時
の
女
性
労
働
者
の
英
雄
的
な
愛
国
主

義
」
が
、
婦
人
参
政
権
を
も
は
や
「
抵
抗
し
難
い
も
の
」
と
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
戦
後
直
面
す
る
内
政
の
課
題
は
、
女
性
が
心
か
ら
懸
念
す
る
事
柄
で
あ

り
、
女
性
を
「
排
除
す
る
議
会
」
を
選
ぶ
こ
と
は
「
暴
虐
（outrage

）」
に
他

な
ら
な
い
、
と
舌
鋒
鋭
く
反
対
派
を
指
弾
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
ア
ス
ク
ィ
ス
が
提
案
し
た
決
議
は
、
賛
成
３
４
３
、
反

対
64
で
庶
民
院
を
通
過
。
こ
の
決
議
に
基
づ
い
た
人
民
代
表
法
案
（T

he 

R
epresentation of the People B

ill

）
は
、
５
月
23
日
に
３
３
１
対
42
の
大
差

で
庶
民
院
の
第
二
読
会
（second reading

）
を
通
過
し
、
委
員
会
の
審
議
を

経
て
、
婦
人
参
政
権
の
条
項
が
６
月
19
日
に
採
決
に
付
さ
れ
、
３
８
７
対
57

で
庶
民
院
を
通
過
し
た
。
労
働
党
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
党
が
全
員
賛
成
票

を
投
じ
た
の
は
驚
く
に
値
し
な
い
。
だ
が
自
由
党
の
議
員
も
９
割
以
上
が
、

統
一
党
の
議
員
も
８
割
近
く
が
賛
成
票
を
投
じ
た
。
一
方
比
例
代
表
制
、
代

替
投
票
制
度
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
か
ら
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
貴

族
院
と
庶
民
院
と
の
駆
け
引
き
も
続
い
た
。
結
局
１
９
１
８
年
２
月
に
議
会

が
認
め
た
の
は
、
21
歳
以
上
の
男
子
普
通
選
挙
権
と
一
定
の
租
税
を
負
担
す

る
30
歳
以
上
の
女
性
の
参
政
権
に
限
ら
れ
た
改
正
で
あ
っ
た
。
投
票
制
度
に

つ
い
て
は
、
小
選
挙
区
の
単
純
な
相
対
的
多
数
を
勝
者
と
す
る
伝
統
的
な
仕

組
み（first-past the post system

）が
維
持
さ
れ
た
。
し
か
し
選
挙
法
改
正
に

は
、
有
権
者
の
登
録
等
の
手
続
き
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
既
に
二
回
延

長
さ
れ
て
い
た
議
会
の
会
期
は
、
ま
ず
１
９
１
７
年
11
月
ま
で
、
次
に
１
９

１
８
年
７
月
ま
で
、
そ
し
て
更
に
８
か
月
延
長
さ
れ
て
、
１
９
１
８
年
12
月

の
総
選
挙
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

か
く
て
第
四
次
選
挙
法
改
正
は
、
複
雑
な
投
票
制
度
の
変
革
を
め
ぐ
る
果

（
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て
し
の
な
い
議
論
、
人
口
の
半
ば
を
占
め
る
新
た
な
有
権
者
の
選
挙
権
登

録
、
戦
場
で
戦
う
兵
士
の
選
挙
権
の
扱
い
と
い
っ
た
山
積
す
る
問
題
を
乗
り

越
え
、
１
９
１
８
年
２
月
に
制
定
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
重
厚
な
伝
統
に
囲
ま
れ

た
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
革
命
的
な
変
化
」
で
あ
っ
た
。
ロ

イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
選
挙
法
改
正
は
議
会
自
身
の
問
題
で
あ
り
、
政
府
法

案
で
は
な
い
、と
し
て
議
会
で
の
発
言
を
控
え
て
い
た
。
だ
が
首
相
と
し
て
反

対
派
の
抵
抗
を
押
し
切
っ
て
戦
時
内
閣
の
方
針
を
定
め
、
審
議
を
督
励
し
て

い
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。

　

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
回
想
録
は
、「
戦
時
で
な
け
れ
ば
」
貴
族
院
が
こ
う

し
た
法
案
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
「
全
く
不
可
能
」
だ
っ
た
、
と
統
一
党
の

ボ
ナ
ー
・
ロ
ー
が
呟
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
平
時
な
ら
「
政
党
間
の
大

き
な
争
い
」
が
起
き
、
議
会
改
革
に
反
対
す
る
貴
族
院
に
民
衆
が
激
昂
し
た

に
違
い
な
い
、
と
ボ
ナ
・
ロ
ー
は
漏
ら
し
て
い
た
。
時
が
違
え
ば
、
こ
の
第

四
次
議
会
改
革
は
、
１
８
３
２
年
の
第
一
次
議
会
改
革
や
、
貴
族
院
の
拒
否

権
に
枠
を
は
め
た
１
９
１
１
年
の
議
会
法
の
制
定
時
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
、

庶
民
院
と
貴
族
院
の
抗
争
、
新
た
な
憲
政
危
機
（C

onstitutional C
risis

）
を

誘
発
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
保
守
陣
営
の
リ
ー
ダ
ー
が
こ
れ
を
予
感
し
て

い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

　

だ
が
保
守
陣
営
も
、
戦
火
の
下
で
国
民
を
分
裂
さ
せ
る
政
治
的
危
機
は
起

こ
せ
な
か
っ
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、「
国
内
の
平
和
」
を
利
用
し
て

「
偉
大
な
進
歩
」
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
満
足
の
意
を
示
し
て
い
る
。
ロ
イ

ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
見
る
と
こ
ろ
、
こ
の
選
挙
法
改
正
は
、「
１
８
３
２
年
の
第

一
次
議
会
改
革
以
来
の
最
大
の
前
進
」
に
他
な
ら
な
い
。「
我
々
は
自
分
達
が

民
主
国
家
だ
と
長
く
自
称
し
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
方
策
が
議
会
を
通
過
す

る
ま
で
、
議
会
の
代
表
は
本
当
に
民
主
主
義
的
な
基
礎
に
基
づ
い
て
選
ば
れ

（
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）

て
い
る
、
と
称
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
歴
史
的
な
成
果
を
謳
い
あ

げ
た
。

　

総
力
戦
を
推
し
進
め
る
こ
と
を
唯
一
の
目
的
と
し
て
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー

ジ
の
戦
時
内
閣
は
造
ら
れ
た
。
だ
が
強
大
な
権
力
を
も
っ
て
国
民
を
戦
争
に

駆
り
立
て
た
こ
の
政
権
は
、
全
国
民
を
根
こ
そ
ぎ
に
動
員
す
る
た
め
、
国
民

大
衆
を
総
力
戦
の
体
制
に
組
み
込
む
の
に
不
可
欠
な
方
策
だ
と
し
て
、
男
子

普
通
選
挙
権
と
婦
人
参
政
権
を
押
し
立
て
た
。
そ
し
て
自
由
党
の
中
の
反
対

派
は
お
ろ
か
、
貴
族
院
に
盤
踞
す
る
統
一
党
の
抵
抗
を
沈
黙
さ
せ
た
。
英
雄

の
屍
の
前
に
結
束
し
た
「
新
し
い
イ
ギ
リ
ス
」
の
下
、
民
主
主
義
は
飛
躍
を

遂
げ
る
機
会
を
手
に
し
た
。
マ
ー
テ
イ
ン
・
ピ
ュ
ー
（M

artin Pugh

）
の
言

う
よ
う
に
、
そ
れ
は
総
力
戦
が
も
た
ら
し
た
「
逆
説
」
で
あ
っ
た
。

５　

結
び
に
代
え
て

　

盟
友
ア
ス
ク
ィ
ス
と
袂
を
分
か
ち
、
自
由
党
の
オ
ー
ル
ド
・
ガ
ー
ド
と
決

別
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
総
力
戦
を
遂
行
す
る
国
家
権
力
を
創
出
す
る
の
に

避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
ス
テ
ッ
プ
だ
っ
た
。
国
家
権
力
の
か
つ
て
な
い
膨

張
は
、
自
由
主
義
の
伝
統
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
結

果
的
に
そ
れ
は
、
自
由
党
の
大
分
裂
を
招
く
。
総
力
戦
の
論
理
に
従
う
ロ
イ

ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
突
破
力
を
評
価
し
た
の
が
保
守
陣
営
で
あ
っ
た
こ
と
は
偶

然
で
は
な
い
。
総
力
戦
の
信
念
に
殉
じ
て
自
ら
の
属
す
る
党
の
分
裂
も
厭
わ

な
か
っ
た
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
。
そ
の
姿
に
１
８
８
６
年
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

自
治
（Irish H

om
e R

ule

）
に
反
対
し
て
自
由
党
を
割
り
、
保
守
党
と
合
流

し
て
自
由
党
を
深
い
低
迷
の
淵
に
突
き
落
と
し
た
ジ
ョ
ゼ
フ
・
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
（Joseph C

ham
berlain

）
の
姿
を
重
ね
る
こ
と
は
、
決
し
て
奇
異
な
こ
と

で
は
な
い
。

（
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権力の修辞学 ― 「ウェールズの魔術師」と戦時内閣 ― 

　

し
か
し
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
権
力
奪
取
に
よ
っ
て
登
場
し
た
戦
時
内
閣

は
、
よ
り
機
動
的
で
効
率
的
な
政
府
を
構
築
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
勝
利
を
近
づ

け
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
か
つ
て
征
服
さ
れ
た
小
国
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
や
っ

て
き
た
平
民
宰
相
、
政
界
の
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
」
は
、
自
由
党
が
拘
っ
て

き
た
「
小
さ
な
政
府
」
の
理
念
や
、
議
会
と
内
閣
が
纏
っ
て
き
た
「
紳
士
の

ク
ラ
ブ
」
の
装
い
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、
総
力
戦
に
立
ち
向
か
う
強
大
で
非
情

な
装
置
に
置
き
換
え
た
。
誕
生
し
た
戦
時
内
閣
は
、
前
例
の
な
い
産
業
の
国

家
管
理
の
拡
大
を
推
し
進
め
、
戦
争
の
た
め
に
必
要
な
土
地
建
物
を
徴
発
し

利
敵
行
為
を
厳
格
に
取
り
締
ま
る
「
王
国
防
衛
法
」（D

efence of the R
ealm

 

A
ct

）
に
守
ら
れ
な
が
ら
、
巨
大
な
変
革
を
推
し
進
め
た
。
庶
民
院
の
リ
ー

ダ
ー
を
別
に
置
く
こ
と
で
、
首
相
は
洗
練
さ
れ
た
討
論
の
場
の
運
営
か
ら
も

距
離
を
置
い
た
。
グ
リ
ッ
グ
や
モ
ー
ガ
ン
（K

.O
. M

organ

）
が
認
め
る
よ
う

に
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
政
権
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
か
つ
て
存
在
し
な
か
っ
た

「
大
統
領
制
に
準
じ
る（sem

i-presidential

）」性
格
を
帯
び
た
。
そ
れ
は
戦
時

に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
政
府
の
前
例
と
な
り
、
や
が
て
ナ
チ
ス
と
死
闘
を
繰

り
広
げ
る
チ
ャ
ー
チ
ル
も
こ
の
例
に
倣
っ
た
。

　

し
か
し
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
率
い
る
連
立
政
権
は
、
１
９
１
０
年
の
総
選

挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
庶
民
院
の
多
数
の
支
持
を
背
景
に
し
て
い
た
。
従
っ

て
「
命
令
す
る
権
力
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
も
の
の
、
民
主
主
義
を

蹂
躙
し
た
「
独
裁
（dictatership

）」
と
言
う
こ
と
は
至
当
で
は
な
い
。
事
実
、

自
由
党
の
半
数
は
政
権
を
支
持
し
て
い
な
か
っ
た
。
議
会
で
の
批
判
が
圧
殺

さ
れ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
連
立
政
権

は
、
選
挙
の
洗
礼
を
経
て
国
民
か
ら
信
任
を
得
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
１

９
１
０
年
の
総
選
挙
で
信
任
を
得
て
い
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
ア
ス
ク
ィ
ス

を
党
首
と
す
る
自
由
党
の
前
政
権
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー

（
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ジ
自
身
も
、
議
会
の
信
任
を
失
え
ば
、
総
選
挙
を
行
う
可
能
性
を
排
除
し
て

は
い
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
膨
大
な
数
の
兵
士
が
命
を
賭
し
て
闘
っ
て
い
る

最
中
に
選
挙
を
行
う
こ
と
は
、
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
ロ
イ
ド
・

ジ
ョ
ー
ジ
の
強
大
な
権
力
は
、
非
常
時
ゆ
え
に
、
議
会
の
会
期
を
繰
り
返
し

延
長
す
る
こ
と
で
、
認
め
ら
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

も
っ
と
も
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
国
家
権
力
を
膨
張
さ
せ
た
だ
け
で
は
な

い
。
彼
の
弁
舌
の
焦
点
は
、
国
民
大
衆
、
労
働
者
や
女
性
を
総
力
戦
の
能
動

的
な
担
い
手
、
そ
の
主
役
と
し
て
組
み
入
れ
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
た
。
本

稿
で
と
り
あ
げ
た
労
働
党
の
代
表
団
へ
の
演
説
、
首
相
と
し
て
の
議
会
で
の

演
説
は
、
雄
弁
に
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
が
首
相
就

任
後
取
り
上
げ
た
最
初
の
課
題
の
一
つ
も
、「
新
し
い
イ
ギ
リ
ス
」
の
担
い
手

に
選
挙
権
を
授
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。「
人
民
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
と
し
て
築

き
上
げ
た
名
声
と
、
磨
き
上
げ
た
雄
弁
を
梃
子
に
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は

戦
時
下
の
大
衆
の
懐
に
飛
び
込
ん
だ
。
自
由
党
の
半
分
を
失
っ
て
ぐ
ら
つ
く

政
権
の
足
元
を
、
労
働
者
を
抱
き
込
み
女
性
を
取
り
込
ん
で
安
定
さ
せ
、
犠

牲
の
平
等
を
謳
い
な
が
ら
、
国
民
総
動
員
の
実
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
。
死
に

物
狂
い
で
戦
う
リ
バ
イ
ア
サ
ン
に
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
力
を
注
ぎ
込
み
、
新

た
な
血
液
を
供
給
し
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
の
民
主
主
義
は
、
画
期
的

な
選
挙
法
改
正
を
手
に
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

し
か
し
こ
の
陸
の
怪
物
の
前
途
に
は
、
な
お
幾
多
の
困
難
が
待
ち
受
け
て

い
た
。
自
分
の
党
を
持
た
な
い
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
足
元
は
、
決
し
て
堅

牢
で
は
な
か
っ
た
。
戦
時
内
閣
は
、
あ
く
ま
で
も
統
一
党
と
労
働
党
と
の
連

立
政
権
で
あ
り
、
戦
時
内
閣
に
自
由
党
員
は
彼
只
一
人
だ
っ
た
。
ロ
イ
ド
・

ジ
ョ
ー
ジ
は
、
自
分
は
「
保
守
陣
営
に
取
り
囲
ま
れ
た
急
進
派
の
裏
切
り
者
」

だ
、と
自
嘲
し
て
い
る
。
彼
に
は
軍
の
戦
略
や
戦
術
、人
事
を
動
か
す
力
も
無

（
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き
に
等
し
か
っ
た
。「
戦
争
に
勝
っ
た
男
」
と
し
て
総
選
挙
で
戦
う
た
め
に

は
、
更
な
る
魔
術
が
必
要
だ
っ
た
。

注（
１
）	
ア
ス
ク
ィ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
な
政
治
的
支
配
層
で
あ
る
土
地
貴
族
で
は
な

か
っ
た
。
だ
が
彼
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
経
て
法
廷
弁
護
士（B

arrister

）と

な
り
、上
流
階
級
の
妻
を
娶
っ
て
い
た
。
一
方
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、ウ
ェ
ー
ル
ズ

の
靴
職
人
の
息
子
で
、
大
学
教
育
も
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
事
務
弁
護
士（Solicitor

）

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ア
ス
ク
ィ
ス
は
時
折
ラ
テ
ン
語
を
引
用
し
て
、ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー

ジ
を
煙
に
巻
い
た
と
さ
れ
る
。

（
２
）	「
革
新
主
義
同
盟
」
に
つ
い
て
は
、 

さ
し
あ
た
りPeter C

larke, L
ancashire and N

ew
 

L
iberalism

 

（C
am

bridge, 1971
）
に
始
ま
る
ピ
ー
タ
ー
・
ク
ラ
ー
ク 

の
一
連
の
研
究

を
参
照
。
こ
れ
を
め
ぐ
る
論
争
に
触
発
さ
れ
た
筆
者
自
身
の
選
挙
史
研
究
に
つ
い
て

は
、
後
に
掲
げ
る
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）	 A

.J.P. Taylor (ed.), L
loyd G

eorge: a D
iary by F

rancis Stevenson (H
utchinson, 

1970) p. 56. 2 Septem
ber 1915.

（
４
）	

拙
稿「
総
力
戦
の
修
辞
学
―『
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
魔
術
師
』と『
新
し
い
イ
ギ
リ
ス
』―
」

（『
ア
ル
テ
ス
・
ム
ン
デ
ィ
』、
名
古
屋
外
国
語
大
学
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
第
７
号
、
２
０
２
２
年
３
月
所
収
）
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
１
９
１
８

年
総
選
挙
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
異
な
っ
た
見
解
が
あ
る
。
筆
者
は
、
巨
視

的
に
み
て
１
９
１
８
年
総
選
挙
は
、
自
由
党
の
不
可
逆
的
な
凋
落
の
始
ま
り
と
な
っ

た
と
捉
え
て
い
る
。
自
由
党
の
分
裂
は
、
そ
の
序
曲
で
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
期
の

補
欠
選
挙
や
、
１
９
１
８
年
総
選
挙
に
つ
い
て
の
筆
者
の
実
証
的
な
分
析
の
試
み
と

し
て
は
、
拙
稿
「
第
一
次
大
戦
下
の
補
欠
選
挙 

１
９
１
５
～
１
９
１
８
―
総
力
戦

の
衝
撃
―
」（『
英
米
研
究
』
第
38
号
、
大
阪
大
学
英
米
学
会
、
２
０
１
４
年
所
収
）、

「
第
一
次
大
戦
下
の
サ
ル
フ
ォ
ー
ド
北
補
欠
選
挙
と
自
由
党
の
衰
退
」（『
英
米
研
究
』

第
39
号
、
大
阪
大
学
英
米
学
会
、
２
０
１
５
年
所
収
）、「
１
９
１
８
年
総
選
挙
と
自

由
党
・
労
働
党
―
一
人
区
に
お
け
る
政
党
の
対
決
の
構
図
」（『
英
米
研
究
』
大
阪
大

学
英
米
学
会
、
第
40
号
、
２
０
１
６
年
所
収
）、「
１
９
１
８
年
総
選
挙
と
自
由
党
・

労
働
党
―
二
人
区
に
お
け
る
政
党
の
対
決
の
構
図
」（『
英
米
研
究
』
大
阪
大
学
英
米

学
会
、
第
41
号
、
２
０
１
７
年
所
収
）、「
自
由
党
の
分
裂
と
労
働
党
―
１
９
１
８
年

総
選
挙
二
人
区
の
戦
況
」（『
英
米
研
究
』
大
阪
大
学
英
米
学
会
、
第
42
号
、
２
０
１

８
年
所
収
）、「
１
９
１
８
年
総
選
挙
二
人
区
に
お
け
る
自
由
党
と
労
働
党
―
労
働
党

が
議
席
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
選
挙
区
―
」（『
英
米
研
究
』
大
阪
大
学
英
米
学
会
、

第
43
号
、
２
０
１
９
年
所
収
）、「
１
９
１
８
年
総
選
挙
一
人
区
に
お
け
る
労
働
党
の

戦
績
」（『
英
米
研
究
』
大
阪
大
学
英
米
学
会
、
第
44
号
、
２
０
２
０
年
所
収
）
等
を

参
照
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
実
証
的
な
分
析
を
踏
ま
え
つ
つ
、
１
９
１
８
年
総
選
挙

研
究
の
一
環
と
し
て
、
戦
時
中
の
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
政
治
宣
伝
を
考
察
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
５
）	

本
稿
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
議
事
録H

ansard

に
残
さ
れ
た
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー

ジ
の
議
会
で
の
演
説
お
よ
び 

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
回
想
録L

loyd G
eorge, W

ar 

M
em

oirs, V
olum

e 1, V
olum

e 2

（O
dham

s P
ress, L

ondon, 1938

）
に
収
録
さ
れ

た
彼
の
弁
舌
を
取
り
上
げ
る
。
ま
た
必
要
に
応
じ
てK

.O
. M

organ (ed.) L
loyd 

G
eorge Fam

ily L
etters, 1885–1936

（O
xford U

niversity Press. 1973

）
や
秘
書
で

愛
人
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ス
テ
ー
ブ
ン
ソ
ン
（F

rances S
tevenson

）
の
日
記

A
. J. P. Taylor (ed.) L

loyd G
eorge: A

 D
iary

（op. cit.

）
等
を
参
照
す
る
。

（
６
）	

保
守
党
は
こ
の
時
期
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
に
反
対
し
自
由
党
か
ら
分
裂
し
た
自
由

統
一
党
（L

iberal U
nionists

）
と
事
実
上
一
体
と
な
っ
て
、
第
一
次
大
戦
後
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
自
由
国
が
誕
生
す
る
頃
ま
で
、「
統
一
党
」（U

nionists

）
と
一
般
に
呼
ば
れ

て
い
た
。
今
日
で
も
保
守
党
の
正
式
名
称
は
、C

onservative and U
nionist Party

で

あ
る
。

（
７
）	

軍
需
省
の
創
設
と
帝
国
参
謀
総
長
（C

hief of the Im
perial G

eneral Staff

）
の
任
命

に
よ
っ
て
、
軍
政
と
作
戦
両
面
に
お
い
て
陸
相
の
権
限
は
縮
小
さ
れ
て
い
た
。
陸
相

と
な
っ
た
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
自
分
を
「
動
物
を
屠
殺
場
に
連
れ
て
い
く
屠
畜

業
者
の
少
年
」の
よ
う
だ
と
呼
ん
で
い
た
。W

ilson (ed.), T
he Political D

iary of C
. 

P. Scott 1911–28 (C
ollins, 1970), p. 218.

（
８
）	

１
９
１
６
年
後
半
に
入
る
と
、
ア
ス
ク
ィ
ス
は
体
力
気
力
と
も
衰
え
、
飲
酒
が

精
神
と
身
体
を
蝕
ん
で
い
た
。John G

rigg, L
loyd G

eorge: F
rom

 P
eace to W

ar 

1912–1916 (M
ethuen, 1985) pp. 437–438.

（
９
）	 Ibid., p. 443. 

11
月
13
日
の
エ
イ
キ
ン
（A

itkin

、
後
の
ビ
ー
バ
ブ
ル
ッ
ク
卿L

ord 

B
eaverbrook

）
と
の
会
話
の
中
の
言
葉
。L

ord B
eaverbrook, Politicians and the 

W
ar (B

utterw
orth, 1928). ch.X

X
V

.

（
10
）	 L

loyd G
eorge, W

ar M
em

oirs, V
olum

e 1, op. cit., pp. 591–595.
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（
11
）	

ア
ス
ク
ィ
ス
は
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
組
閣
は
失
敗
し
、
自
分
が
再
び
組
閣
を
託

さ
れ
る
展
開
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
、
と
グ
リ
ッ
グ
は
考
え
て
い
る
。John 

G
rigg, L

loyd G
eorge: F

rom
 Peace to W

ar 1912–1916, op. cit., p. 469.

（
12
）	 Ibid., p. 468.

（
13
）	

自
由
党
が
議
会
で
多
数
を
占
め
て
い
た
た
め
、
統
一
党
が
単
独
で
組
閣
す
る
こ
と
は

困
難
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

（
14
）	 John G

rigg, L
loyd G

eorge: F
rom

 Peace to W
ar 1912–1916, op. cit., p. 476.

（
15
）	 L

loyd G
eorge, W

ar M
em

oirs, V
olum

e 1, op. cit., p. 609.

（
16
）	 R

oy H
attersley, D

avid L
loys G

eorge (L
ittle B

row
n, U

.K
., 2010) p. 418.

（
17
）	 John G

rigg, L
loyd G

eorge: F
rom

 Peace to W
ar 1912–1916, op. cit., p. 476.

（
18
）	 L

loyd G
eorge, W

ar M
em

oirs, V
olum

e 1, op. cit., p. 633.

（
19
）	 Ibid., p. 626.

（
20
）	 Ibid., p. 627.

（
21
）	 Ibid., p. 627.

（
22
）	 Ibid., p. 628.

（
23
）	 Ibid., p. 629.

（
24
）	 Ibid., p. 630.

（
25
）	

１
９
８
０
年
代
に
労
働
党
の
副
党
首
を
務
め
た
ロ
イ
・
ハ
ト
ゥ
ス
リ
ー
（R

oy 

H
attersley

）
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
国
家
管
理
、
国
有
化
の
拡
大
は
、
戦
時
内
閣

の
一
員
だ
っ
た
ミ
ル
ナ
ー
（L

ord M
ilner

）
が
提
唱
し
て
い
た
「
戦
時
社
会
主
義
」

（W
ar Socialism

）と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
あ

く
ま
で
も
戦
争
に
伴
う
一
時
的
な
必
要
悪
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
、
と
ハ
ト
ゥ
ス
リ
ー

は
言
う
。R

oy H
attersley, D

avid L
loyd G

eorge, op. cit., p. 482. 
他
方
、マ
ー
テ
ィ

ン
・
ピ
ュ
ー
は
、
労
働
運
動
の
側
で
は
戦
時
経
済
の
国
家
管
理
の
拡
大
を
め
ぐ
っ

て
、二
つ
の
見
方
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
で
は
ウ
エ
ッ
ブ（Sidney 

W
ebb

）
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
戦
後
の
労
働
党
綱
領
に
繋
が
る
社
会
主
義
へ
の
前
進

と
し
て
歓
迎
す
る
見
方
が
あ
っ
た
。
他
方
コ
ー
ル
（G

.D
.H

. C
ole

）
の
よ
う
に
労
働

者
の
参
加
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
戦
時
の
国
家
管
理
の
拡
大
を
警
戒
す
る
見
方
が

あ
り
、
両
者
は
鋭
く
対
立
し
て
い
た
。M

artin Pugh, Speak for B
ritain! (V

intage, 

2011) p. 111.

（
26
）	 A

.J.P. Taylor (ed.), L
loyd G

eorge: D
iary by F

rancis Stevonson op. cit., p.134.

（
27
）	 L

loyd G
eorge, W

ar M
em

oirs, V
olum

e 1, op. cit., p. 632. 

回
想
録
は
、
こ
の
会
合

で
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
が
、
労
働
党
の
代
表
の
質
問
に
対
し
て
、
講
和
の
協
議
に

は
労
働
党
も
当
然
加
わ
る
こ
と
、
大
新
聞
も
労
働
者
の
新
聞
も
公
平
に
扱
う
こ
と
、

ド
イ
ツ
の
よ
う
な
軍
国
主
義
は
、
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
に
存
在
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
、
戦
争
が
終
わ
れ
ば
徴
兵
制
は
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
黒
人
労
働
者

の
導
入
の
計
画
は
な
い
こ
と
等
を
丁
寧
に
答
え
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
戦
時

内
閣
が
独
裁
で
は
な
い
か
と
い
う
質
問
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
触

れ
る
。

（
28
）	 John G

irigg, L
loyd G

eorge: F
rom

 Peace to W
ar 1912–1916, op. cit., p. 500. 

（
29
）	 Ibid., p. 499. L

loyd G
eorge,W

ar M
em

oirs, V
olum

e 1, op. cit., pp. 626–632.

（
30
）	 Ibid., p. 634.

（
31
）	 Ibid., p. 643. 

そ
れ
ま
で
内
閣
の
会
議
に
は
秘
書
官
は
加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
国

王
へ
の
首
相
の
報
告
だ
け
が
議
事
の
記
録
で
あ
っ
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
回
想

録
は
、
ア
ス
ク
ィ
ス
や
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
バ
ナ
マ
ン
（H

enry C
am

pbell B
annerm

an

）

元
首
相
が
、
例
外
的
な
場
合
以
外
、
閣
議
の
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
こ
と
は
記
憶
に
な

い
、
と
し
て
い
る
。

（
32
）	 H

ansard, 19 D
ecem

ber 1916, fifth series, vol 88, c. 1338.

（
33
）	 Ibid., c. 1340.

（
34
）	 Ibid., c. 1341.

（
35
）	 Ibid., c. 1342.

（
36
）	 Ibid., c. 1343.

（
37
）	 Ibid., c. 1344.

（
38
）	 Ibid., c. 1345.

（
39
）	 Ibid., c. 1346.

（
40
）	 Ibid., cc. 1348–1349.

（
41
）	 Ibid., cc. 1350–1351.

（
42
）	 Ibid., cc. 1356–1357. 

な
お
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
演
説
に
対
し
て
、
野
党
席
か
ら

ア
ス
ク
ィ
ス
は
、
自
ら
の
実
績
を
強
調
し
つ
つ
も
、
戦
時
に
あ
っ
て
は
政
党
の
対
立

は
存
在
し
な
い
と
し
て
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
政
権
の
誕
生
を
祝
し
た
。
こ
の
時
点

で
は
、
自
由
党
両
派
が
和
解
で
き
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し

翌
１
９
１
８
年
５
月
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
議
会
で
の
発
言
を
批
判
し
た
モ
ー
リ

ス
（M

ajor-G
eneral Sir Frederick M

aurice

）
の
手
紙
が
、
タ
イ
ム
ズ
等
各
紙
の
紙

面
を
飾
っ
た
。
こ
の
事
件
が
そ
の
芽
を
つ
む
こ
と
に
な
る
。
直
近
ま
で
陸
軍
省
の
作

戦
部
長
（director of m

ilitary operations

）
を
務
め
て
い
た
モ
ー
リ
ス
の
批
判
を
、

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
へ
の
正
面
か
ら
の
攻
撃
を
控
え
て
い
た
ア
ス
ク
ィ
ス
が
議
会
で
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取
り
上
げ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
自
由
党
の
分
裂
は
、
修
復
不
能
な
も
の
と
な
る
。
な

お
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
首
相
と
し
て
の
議
会
で
の
最
初
の
演
説
に
対
し
て
ア
ス
ク

イ
ス
に
続
い
て
立
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
党
の
レ
ド
モ
ン
ド
（John R

edm
ond

）

は
、
イ
ー
ス
タ
ー
蜂
起
の
首
謀
者
へ
の
厳
し
い
処
断
を
念
頭
に
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー

ジ
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
の
約
束
を
踏
み
に
じ
っ
た
と
い
う
批
判
を
展
開
し
た
。
こ

の
批
判
は
、
大
戦
後
燃
え
上
が
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立
戦
争
を
予
兆
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

（
43
）	

第
三
次
選
挙
法
改
正
は
、
決
し
て
男
子
の
普
通
選
挙
権
を
実
現
し
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
複
雑
な
選
挙
権
の
規
定
や
登
録
の
手
続
き
が
、
雇
用
主
の
寮
や
親
の
家

に
住
む
独
身
者
や
引
っ
越
し
の
多
い
労
働
者
を
排
除
し
て
お
り
、
そ
れ
は
成
人
男

子
の
40
％
に
も
及
ん
で
い
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。M

artin P
ugh, T

he M
aking of 

M
odern B

ritish Politics: 1867–1945 3rd E
dition, W

iley-B
lackw

ell; 2002. pp. 

7–10.

（
44
）	 L

loyd G
eorge, W

ar M
em

oirs, V
olum

e 2, op. cit., p. 1166.

（
45
）	

提
言
の
全
文
は
、M

artin P
ugh, E

lectral R
eform

 in W
ar and P

eace 1906–18, 

L
ondon. 1978, pp. 192–193.

（
46
）	 L

loyd G
eorge, W

ar M
em

oirs, V
olum

e 2, op. cit., p. 1166.

（
47
）	 G

eorge W
illiam

, M
y B

rother and I, 30 M
arch 1917, p. 258.

（
48
）	 L

loyd G
eorge, W

ar M
em

oirs, V
olum

e 2, op. cit., pp. 1166–1167. 

た
だ
し
こ
の

表
現
は
誇
張
さ
れ
て
い
る
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
自
身
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、現
実
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